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　施工のポイント　　生産性向上と省力化追求

（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　５月７日　（火曜日）

　当院は年、東北帝国大学抗酸菌病研
究所の支援施設として、現在の地に開設さ
れました。当初は結核治療を主たる目的と
しておりましたが、およそ半世紀後の
年には心臓病、がんなど現代日本の代表的
疾患の専門治療を提供する施設として再出
発が行われました。しかしながら、加速す
る医学の進歩、増える一方の患者数、救急
車受入数などに対応することが次第に困難
となり、より大きなスペースを求めて、
年７月から新病院建設に着手しました。
　その新病院建設のコンセプトは「杜の都
の次世代型先進病院」です。病院外観は、
杜の都に調和すべく、大地の色をイメージ
したアースカラーが基調です。また、
の病床はすべて個室（過半数は無差額個室）

とし、入院されている方々と、外来及びお
見舞いに訪れる方々との動線も分離しまし
た。プライバシーの尊重と感染対策に配慮
した結果です。さらに、外来診察ゾーン、
検査室、手術室、集中治療室等もスペース
に余裕をもって設計しました。医学の進歩
に柔軟に対応していきたいとの思いからで
す。
　病院は、ともすれば暗いイメージを与え
るでしょうが、エントランスは吹き抜けの
構造とし、病と闘う人々を、明るい光の中
で迎えるよう工夫しました。
　仙台厚生病院の職員名は新築移転を
機に、これまで以上に、心臓血管・呼吸器
・消化器の３領域における、地域医療最後の
砦たることを目標に尽力してまいります。

◇工　事　名：一般財団法人厚生会仙台厚生病院移転事業新築移転整備工事
◇発　注　者：一般財団法人厚生会仙台厚生病院
◇設計・監理：株式会社佐藤総合計画
◇施　　　工：鹿島建設・橋本店・阿部和工務店建設工事共同企業体
◇所　在　地：仙台市青葉区堤通雨宮町１番号
◇敷　地　面　積：，．㎡
◇構造・規模：病院棟／Ｓ造（免震構造）９階建て延べ，．㎡、エネ

ルギーセンター棟／Ｓ造３階建て延べ，．㎡、保育所／
Ｓ造３階建て延べ．㎡、歩廊／Ｓ造平屋．㎡、職員
駐輪場・バイク置場／Ｓ造平屋．㎡

◇病　床　数：床
◇診　療　科：心臓血管センター（循環器内科・不整脈科・心臓血管外

科）
呼吸器センター（呼吸器内科・呼吸器外科）
消化器センター（消化器内科・消化器外科・肝臓内科）
糖尿病代謝内科、放射線科、麻酔・集中治療科、病理診
断・臨床検査科、総合健診センター（人間ドック科）

◇そ　の　他：平面駐車場約台、屋上ヘリポート
◇工　　　期：年７月～年２月（外構含む）
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